
院内感染事例の発生について
【医療機関への再度のお願い】
県内で初めての院内感染事例が発生しました。
院内感染対策の徹底と、万一の際の初動の確認をお願いします。

（言わずもがなですが）重要なことは
「十分な感染防止」「感染した者等の早期の探知」「感染者等の発生時の迅速かつ適切な対応」です。

感染しない/させないようにするには

•医療機関は、発熱、風邪症状、急な味覚障害など症状を呈する職員の人数をモニタリングし、
異常が早期に把握できるようにし、症状があれば休ませる。

•医療機器等実用機器はこまめに消毒する。

＜医療機関としての対応＞

•日常生活において高リスクな環境（３密）を徹底的に避ける。

•集団で食事をする際はリスクがあることを認識する。

＜職員個人の取り組み＞

感染した者が発生した場合に直ちに取り組むこと

•直ちに保健所へ届出し、「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」
の調査票を参考に情報収集を行う。具体的には、接触者のリストアップと接触の濃淡の把握等。

•ＰＣＲ検査の実施。ＰＣＲ検査対象者が多数いる場合は、重症度、濃厚接触者数などを鑑み、
院内の感染対策チームや保健所で優先順位をつけ、全関係者協力のもと速やかに検査する。

今回の院内感染事例からの教訓

県内感染者の多くが
大阪関連の感染と
なっています。
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•自医療機関の職員への注意喚起を行う。行動規範等の徹底に組織をあげて取り組む。
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